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今月の表紙 

ふるさとへの想いを胸に、一歩前へ（８月11日　なみえの盆踊り）

ホームページやフェイスブックは、
携帯からもご覧いただけます。
ＱＲコードをご利用ください。
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復興に向けて
なみえの“しゃべり場”
保健だより
みんなでともに乗り越えよう
本格除染に向けて・固定資産評価審査委員
まちの話題
情報ぴっくあっぷ
みんなの図書館
浪江のこころ通信 
連絡先一覧
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復
興
復
興

復
興
計
画
策
定
委
員
会
全
体
会

復
興
計
画
策
定
委
員
会
全
体
会
を

７
月
11
日
に
開
催
し
、
新
た
に
設
置

す
る
２
つ
の
部
会
の
役
割
や
検
討
内

容
、
復
興
計
画
策
定
後
の
経
過
、
町

の
現
状
と
課
題
等
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
全
体
会
後
は
２
つ
の
部
会

に
分
か
れ
、
部
会
ご
と
の
検
討
内
容

や
検
討
方
法
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

全
体
会
は
、
２
つ
の
部
会
の
間
の

情
報
共
有
の
場
と
し
て
随
時
開
催
し

て
い
き
ま
す
。

 ま
ち
づ
く
り
計
画
検
討
部
会

復
興
計
画
【
第
一
次
】
で
示
さ
れ

た
浪
江
町
内
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
を
具
体
化
す
る
「
復
興
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
の
策
定
に
向
け
て
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
７
月
11
日
、
７
月
23

日
、
８
月
28
日
の
３
回
開
催
さ
れ
、

ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
上
で
の
課

題
や
必
要
な
生
活
環
境
等
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

来
年
の
２
月
を
目
標
に
、
月
１
回

程
度
の
会
議
を
開
催
し
、
「
復
興
ま

ち
づ
く
り
計
画
」
へ
の
提
言
を
ま
と

め
て
い
き
ま
す
。

 町
民
協
働
に
よ
る
進
行
管
理
部
会

昨
年
10
月
に
策
定
さ
れ
た
、
復
興

計
画
【
第
一
次
】
に
記
載
さ
れ
て
い

る
施
策
や
事
業
の
取
組
み
状
況
を
共

有
し
、
よ
り
良
い
課
題
解
決
策
を
町

民
と
行
政
と
が
共
に
検
討
し
て
い
ま

す
。こ

れ
ま
で
７
月
11
日
、
７
月
29
日
、

８
月
21
日
、
８
月
30
日
の
４
度
開
催

さ
れ
、
各
分
野
に
関
し
て
の
成
果
確

認
、
課
題
抽
出
、
対
応
策
の
検
討
を

行
い
ま
し
た
。

今
後
、
11
月
ま
で
月
に
２
回
程
度

の
頻
度
で
、
様
々
な
分
野
の
課
題
解

決
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。

町民協働による進行管理部会

まちづくり計画検討部会
■目　的
計画の着実な実行のため、事業成果の検証や施策実
行への課題点を確認し、改善策等の検討を行います。
何が達成され、何が課題となり未達成なのかを、町民
視点で検証し町の復興・復旧のため、今後の取り組み
についての助言を行うとともに、計画の進捗状況の可
視化（見える化）についての手法検討を行います。

浪江町復興計画策定委員会の構成

復興計画策定スケジュール（予定）

■目　的
復興計画【第１次】にて整理された、まちづくりの
整備方針の具現化を図ります。土地利用のあり方や町
内での災害公営住宅の建設方針、生活基盤（医療・介
護・商工業など）の再生方針について検討を行います。
まちづくり計画への提言書として２月を目途に成果
品をまとめます。

幹　事　会
■目　的
両部会の検討の
中で、全体的な調
整が必要とされる
事項などの検討を
行います。

復興計画
策定委員会
昨年度策定され
た復興計画【第一
次】の推進と、復
興計画に基づいた
「ふるさと再生」
を具現化するた
め、引きつづき設
置します。

�������
������

�����
�������
����

�����������������������
��

������������������

���������
��

������������������

��������
��

������������������

��������
���

��������������������

�����������

�����������

��

��������������

��

�����������������

町
で
は
、
昨
年
度
﹁
浪
江
町
復
興
計
画
策
定
委
員
会
﹂

を
設
置
し
、
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
り
﹁
浪
江
町
復
興

計
画
︻
第
一
次
︼
﹂
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
復
興
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
課
題
解
決

策
を
共
に
模
索
し
て
い
く
﹁
町
民
協
働
に
よ
る
進
行
管
理

部
会
﹂
と
、
ま
ち
づ
く
り
の
整
備
方
針
の
具
現
化
を
図
る

﹁
ま
ち
づ
く
り
計
画
検
討
部
会
﹂
と
に
分
か
れ
て
さ
ら
に

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

復
興
復
興
復
興
復
興
復
興
に
向
け
て

浪
江
町
復
興
計
画
策
定
委
員
会
に
よ
る

新
た
な
検
討
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
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な
みえ
な
みえ
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　健康保険課健康係　　0243－62－0168
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姿勢をまっすぐにして
行うようにしましょう。

床につかない程度に、
片脚を上げます。

転倒しないように、
必ずつかまるものが
ある場所で
行いましょう。
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主催　浪　江　町
なみえの“しゃべり場”に関するお問い合わせ　　生活支援課避難生活支援係　　0243－62－0305

な
みえ　

同
じ
浪
江
町
民
同
士
、
み
ん
な
で
集
い
、
語
り
合
う
場
、

共
感
し
合
う
場
、
理
解
し
合
う
場
、
励
ま
し
合
う
場
、
笑
い

合
う
場
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
と
し
て

”
し
ゃ
べ
り
場
“
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

各
地
の
交
流
会
の
様
子
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

の
”し
ゃ
べ
り
場
“

な
みえ
〜
集
ま
れ
！ 

浪
江
の
な
か
ま
〜

開
催
中

　７月18日（木）

会津エリア（会津若
松市）

　●会場：会津
稽古堂

　　　　　（会
津若松市生涯学

習センター）

　●参加人数：
約20名

渡邉副町長からの町の現
状報告の後、会津若松市生
涯学習講座を利用し、会津
若松市近藤主幹を先生に会
津の幕末の歴史を学習しま
した。
現在放映中の大河ドラマ
と同時代の話に皆さん食い
入るようにお話に聞き入っ
ていました。

　８月４日（日）
東京エリア（東京都）　●会場：芝浦工業大学豊洲キャンパス　●参加人数：約100名

午前中は、復興推進課の進行で「ふるさ
と浪江を考える懇談会」を開催しました。
午後は、町長から町の現状報告の後、交
流会を行いました。
交流会では、浪江町出身の若手歌手の矢
野雅哉さん（牛渡）、牛来美佳さん（権現堂）、
鎌田理恵子さん（権現堂）のミニライブが
開催されました。

また、会場の外では地元豊洲地区のお祭りが行われ、東雲住宅に避難
している人たちの自治会「東雲の会」による、なみえ焼そばの屋台や水
原ゆきさんのコンサートも催されました。

矢野　雅哉さん 牛来　美佳さん 鎌田理恵子さん

お知らせ

“しゃべり場”開催予定
情報は、町広報誌、フォ
トビジョン（電子掲示板）
などにも随時掲載します
ので、ぜひご覧ください。
各会場とも、どなたで
も参加できます。皆さま
のご参加をお待ちしてい
ます！
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なみえの 町では、避難先であらた
にスタートした企業・店舗
を随時掲載しています。
営業を再開された方、掲

載ご希望の企業・店舗の方
は、ご連絡ください。

　復興推進課情報統計係　　0243－62－4731

あのあの店

このこの店
あの店

この店
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みんなで

ともに
乗り越えよう

浪江町を復興していくためには、町民の生

活再建・健康管理、避難指示区域の見直し、

インフラの復旧、賠償問題、絆の維持など多

くの課題があります。

その中で、町がどのような取り組みをして

いるのかをお知らせします。
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除染工程の一連の流れ

野生きのこの採取・出荷等について

　　　　　　　　　　　　　野生きのこに関する問い合わせ先
　【福島県相双農林事務所】富岡林業指導所　 0244－26－1189　 0244－26－1216
　【役場】産業・賠償対策課産業再生係　　　 0243－62－0167　 0243－22－4262

野生きのこのシーズンを迎えようとしています。

県では、平成23年度から野生きのこの放射性

物質のモニタリング検査を行っており、その結果、

複数の市町村において国の基準値を超える放射性

セシウムが検出され、次の市町村で採取された野

生きのこの摂取および出荷が制限されています。

■摂取および出荷が制限されている市町村
摂取制限：

いわき市、南相馬市および棚倉町の３市町

出荷制限：

中通り（29市町村）、浜通り（13市町村）の全

市町村

会津（６市町村：喜多方市、猪苗代町、

会津坂下町、磐梯町、北塩原村、昭和村）

 合計48市町村（平成25年８月14日現在）

今年度も、制限などがされていない地域

の野生きのこについては、採取が本格化す

る前の早い時期にモニタリング検査を実施し、

その結果を皆さまにお知らせしていくこと

としています。

皆さまの御理解と御協力をお願いします。

なお、野生きのこを採取する際には次の

点にご注意ください。 

●食品中の放射性セシウム基準値100Bq/㎏

を超えるものは、出荷や流通の自粛をお

願いします。 

●自家消費用の野生きのこについては、各

市町村で放射性物質の検査を行っていますので、

お問い合わせ下さい。 

なお、出荷が制限されている市町村の野生き

のこについては自家消費についてもおすすめ

できません。 

●モニタリング結果は、新聞や福島県ホームペー

ジなどで公開されています。 

●食中毒防止のため、疑わしい、知らないきの

こは採らないでください。 

最寄りの農林事務所、林業研究センター（郡

山市安積町）またはきのこ振興センターで、

相談に応じています。

■野生きのこ出荷制限位置図

８
月
２
日
、
役
場
二
本
松
事
務
所
会
議
室
に
お
い
て

浪
江
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
委
員
長
の
選
任
ほ
か
、
町
担
当
者
か

ら
土
地
家
屋
の
異
動
処
理
の
状
況
や
現
在
の
課
税
状
況

に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

委
員
の
任
期
は
、
平
成
25
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
28

年
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

　町民税務課課税係　　0243－62－4735

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

固
定
資
産

評
価
審
査
委
員委員長　畠山　　勝 さん（中央）

委　員　松~　俊憲 さん（ 右 ）
委　員　愛澤　　格 さん（ 左 ）

（※委員長は１年毎に変わります。Ｈ26：愛澤さん、Ｈ27：松~さん）

�����������������

現
地
調
査
等
に
つ
い

て
の
お
知
ら
せ

放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
・
建
物
等
の
状
況

調
査（
現
地
調
査
）

除
染
方
法（
案
）の

作
成

本
格
除
染
に
係
る

連
絡
方
法
の
確
認

除
染
方
法
の
ご
説
明

除
染
作
業
の
同
意

事前調査業務（８月下旬～）

請負業者：いであ株式会社

同意取得業務（９月中旬～）

作
業
後
の
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

作
業
完
了
報
告

除
染
作
業

除染作業（10月上旬～12月末）

請負業者：安藤、間、不動テトラ、淺沼組、
　岩田地崎建設　特定建設工事共同企業体

除染工程の一連の流れ

　環境省　福島環境再生事務所　浜通り北支所　浪江担当　　0244－26－9912

本格除染に向けての放射線モニタリング
事前調査が始まります

環境省では、本格除染を進めるにあたり放射線量の測定や建物等の損壊状況を把握し

除染作業の計画を策定するための放射線モニタリング事前調査を次のとおり行います。

事前調査では、皆さまのご自宅や農地等の敷地内に調査員を立ち入らせていただきま

すので、ご理解とご協力をお願いします。

事前調査対象区域
常磐道より西側の居住制限区域

請負業者　いであ株式会社
開始予定時期　９月中旬予定
＊本調査について、不明な点がある場合は【問

い合わせ先】までご連絡ください。

◎調査にあたり、家屋等の建物内部に立入るこ

とはありません。

◎調査の際、皆さまに立ち会いいただく必要は

ありません。

◎事前調査対象区域の不動産所有者さまへは、

調査前にご通知いたします。

△
△
△

帰還困難区域除染モデル実証事業が
始まりました

８月下旬より、国による帰還困難区域

における除染モデル実証事業が次のとお

り本格的に始まりました。

目　　的
帰還困難区域の除染方法と復興に係

る取り組みを検討するにあたって、対

象地区エリアを面的に除染し、基礎デー

タを収集することを目的とする。

検証内容
①除染を行うための必要な知見の収集

②除染工法の効果を確認

③作業員の被ばく線量管理方法の確認

④費用および必要な時間等に関するデー

タ収集

■今後のスケジュール

■除染モデル対象地区エリアおよび対象面積

■対象地区エリア位置

△
△

　環境省　福島環境再生事務所　浜通り北支所　浪江担当　　0244－26－9912
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８月３日から１泊２日の日程で、ふくしま駅伝浪江町チー

ムの夏季強化合宿が行われました。

県内外から強化候補選手およびスタッフ33人が集まり、鏡

石町鳥見山公園での合同練習や大会コースの試走を実施し、

チームとして集まる機会が少ない中、結束を深める実りある

合宿となりました。

今後は選手個々人が更に精進し、チーム一丸となって11月

17日の本番に向け頑張っていきますので、浪江町チームの応

援をお願いします。

ふくしま駅伝浪江町チーム
� 　　夏季強化合宿

８月11日、二本松市内でなみえの盆踊りが開催さ

れました。

会場には多くの町民が集まり、ふるさとへの想い

と、前を向いて歩む気持ちをあらたにしました。

また、会場ではグルジア国からの支援で、ワイン、

ヨーグルト、天然炭酸水が振る舞われました。

標葉郷のお行列

神旗争奪戦

７月28日、広野町総合グラウンドで双葉郡８

町村が参加する「第38回町村対抗交流野球大

会」が、３年ぶりに開催されました。

選手は県内外から集まり、震災前と変わら

ぬチームプレーで富岡町を決勝戦４－１で下

し優勝旗を手にしました。

ふるさとへの想いを胸に

中央：在日グルジア大使　
　　　　レシェレヴァン・
　　　　ロムタティゼさん

優勝！浪江町
� 　復活！双葉郡町村対抗交流野球大会

����

皆さまの身の回りにある楽しい話題、
変わった話題などの情報を募集しています。

　復興推進課情報統計係
 0243－62－4731　　

可能な限り多くの
　　子どもたちに
　　　浪江の優れた教育を
７月31日、役場二本松事務所会議室において、「平成25年

度浪江町教職員兼務者連絡会議」が開催されました。

会議には70名の町教職員が出席し、原発事故による全校避

難という特異状況で、避難生活を送る児童生徒たちが抱える

さまざまな問題、再開校と未再開校の双方が抱える課題や将

来について話し合いが行われました。

また、心理相談室グリーンフィール

ド代表・臨床心理士の下田章子さんを

講師に、「児童・生徒のために学校で

できることと、教職員のメンタルヘル

ス」について講演をいただきました。

標葉郷のお行列標葉郷のお行列

神旗争奪戦神旗争奪戦

標葉郷のお行列

神旗争奪戦

２学期から、浪江小・中学

校で外国語指導助手（ＡＬ

Ｔ）として英語を教えていた

だくことになりました、ジェ

シカ・ハラムズさんを紹介し

ます。

Ｈow�do�you�do？

『ジェシカさん
　　　直筆メッセージ』

相馬野馬追祭
７月27日から３日間、南相馬市

において相馬野馬追祭が開催されま

した。

天気にも恵まれ、出陣・宵乗競

馬、古式甲冑競馬、神旗争奪戦、野

馬懸・例大祭と、騎馬武者たちの躍

動溢れる姿に、観客からは大きな拍

手が送られました。
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん
　仮設津島診療所　　0243－24－1431
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　平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そ

して福島第一原子力発電所の事故により、福島県

内外に分散避難した浪江町民。長期化する避難生活、

先の見えない不安の中で、町民の皆さんがどのよ

うな思いで生活し、ふるさとへの思いを抱いてい

るのか。

　こうした町民の思いをつなげるために、“浪江

のこころプロジェクト”が立ち上げられました。

一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム（※）

が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学等の皆さ

んが取材を進め、浪江町との連携のもと「浪江の

こころ通信」が編集・発行されます。

　浪江のこころプロジェクトは、分散避難してい

る町民の皆さんの声を「浪江のこころ通信」を通

してお届けし、ふるさと浪江町がかつての暮らし

を取り戻すことへの願いとこだわりを発信・共有

しようとするものです。

※一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、
東北圏（７県）の地域コミュニティ再生や協働
のまちづくりの推進を目的として、大学、ＮＰＯ、
企業、経済団体、行政等が連携したコミュニティ
支援ネットワーク。仙台が本拠地。

浪江の

通信こころ通信通信通信こここここここころころろろ

「浪江のこころ通信／第27号」への
感想をお寄せください。

● 第27号 ●

【連絡先】〒964－0984 福島県二本松市北トロミ573番地
　「浪江のこころ通信」宛
　　　　　　　 FAX.0243－22－4218

これまで取材を受けていただいた皆さん
に、再度の取材を行うコーナーです。
３・11から２年以上が経過した今、感

じていること、伝えたいこと、そして最初
の取材以降の気持ちの変化やふるさとへの
思いなど皆さんの声をお届けします。

再取材シリーズ

再会・浪江のこころ
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浪江のこころ通信

橘　弦一郎さん（川添）
取材者：一般社団法人葛力創造舎　下枝
取材日：８月11日

「なみえ」を子どもたちに残していきたい

■
震
災
前
か
ら
今
ま
で
…

震
災
前
は
、
浪
江
町
川
添
に
住
ん

で
い
ま
し
た
。
震
災
後
は
一
度
、
滋

賀
県
に
避
難
を
し
ま
し
た
。
本
当
は

滋
賀
県
か
ら
福
島
に
戻
ら
な
い
と
決

め
て
い
た
け
れ
ど
、
な
み
え
の
町
お

こ
し
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
再

び
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
嫁
は
滋
賀
県

に
残
し
て
く
る
つ
も
り
だ
っ
た
け
れ

ど
、
福
島
に
く
る
と
言
っ
て
く
れ
た

の
で
一
緒
に
郡
山
市
に
住
み
始
め
ま

し
た
。
そ
の
後
２
年
余
り
の
間
、
郡

山
市
か
ら
南
相
馬
に
２
時
間
か
け
て

通
勤
し
仕
事
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

震
災
当
時
は
、
南
相
馬
市
の
人
口
も

１
０
０
０
０
人
ま
で
減
り
、
原
発
の

こ
と
も
あ
っ
て
な
ぜ
戻
る
の
か
と
周

り
か
ら
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ッ

フ
は
み
ん
な
避
難
し
て
い
た
た
め
、

１
人
で
仕
事
の
対
応
を
し
て
、
多
い

と
き
は
70
本
も
80
本
も
電
話
が
鳴
っ

て
い
ま
し
た
。
毎
日
毎
日
怒
ら
れ
て
、

１
人
で
の
対
応
で
も
あ
り
心
細
か
っ

た
で
す
。
休
み
も
取
れ
な
く
帰
る
の

は
い
つ
も
深
夜
で
、
も
う
死
に
た
い

と
思
う
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。

■
家
族
は
地
域
と
会
社
が
あ
っ
て
成

り
立
つ

浪
江
町
商
工
会
青
年
部
に
所
属
し

て
い
ま
す
が
、
時
間
を
拘
束
さ
れ
、

家
族
と
の
団
ら
ん
の
時
間
が
減
っ
て

し
ま
う
中
で
青
年
部
に
入
る
こ
と
に

意
味
が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
く
て
、

初
め
は
い
や
い
や
始
め
た
活
動
で
し

た
。
浪
江
焼
麺
太
国
も
本
当
に
町
お

こ
し
で
き
る
の
か
疑
心
暗
鬼
で
し
た
。

そ
の
と
き
先
輩
に
言
わ
れ
た
の
が
、

家
族
は
地
域
と
会
社
が
あ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
家
族
が

良
く
て
も
、
社
会
が
衰
退
す
れ
ば
社

会
福
祉
が
満
た
さ
れ
な
く
な
る
。
会

社
が
衰
退
す
れ
ば
、
給
料
が
下
が
り

家
族
を
食
べ
さ
せ
て
い
け
な
い
。
家

族
と
地
域
と
会
社
が
良
く
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

■
「
な
み
え
」
を
子
供
た
ち
に
残
し
て

い
き
た
い

苦
労
し
て
遠
い
職
場
に
通
勤
す
る

こ
と
に
、
な
ぜ
や
る
の
か
？
バ
カ
み

た
い
だ
と
周
り
か
ら
言
わ
れ
ま
し
た
。

郡
山
で
仕
事
を
見
つ
け
る
か
、
原
町

に
家
族
を
連
れ
て
行
け
ば
い
い
じ
ゃ

ん
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
け
れ
ど
、

原
発
事
故
で
避
難
し
て
い
る
人
々
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
が
あ
る
。
こ
の

感
覚
は
同
じ
状
況
に
い
る
人
た
ち
で

な
い
と
わ
か
ら
な
い
。 

浪
江
町
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
崩
れ
始
め
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。
帰
ろ
う
と
決
め
た
人
、

新
し
い
土
地
に
住
む
こ
と
を
決
め
た

方
い
ろ
い
ろ
な
方
が
い
る
。
で
も
、

み
ん
な
浪
江
町
民
。
な
み
え
焼
そ
ば

を
通
じ
て
ル
ー
ツ
と
し
て
の
「
な
み

え
」
を
残
し
て
い
き
た
い
。
子
ど
も

が
将
来
胸
を
張
っ
て
浪
江
町
出
身
と

言
え
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
世
の
中
に

し
て
い
き
た
い
。

「家族は地域と会社が支える。」
震災前から浪江のまちづくりに携わってこられた
橘さんに、震災前からこれまでの経過、まちづくり
について感じていることをお聞きしました。

▲橘　弦一郎さん（中央左）

　　　　　浪江焼麺太国集合写真

福島県

▲

������������������

㈱ 叶　屋　叶　　経道さん（権現堂）
取材者：浪江町役場　舛田・鴫原
取材日：８月８日

「苦労は考えない」
㈱叶屋浪江ＳＳ　町内での事業再開第１号

震
災
の
日
は
権
現
堂
の
本
社
に
い

ま
し
た
。
す
ぐ
に
や
む
か
と
思
っ
た

の
で
す
が
、
横
揺
れ
が
ひ
ど
く
ど
う

し
よ
う
も
な
か
っ
た
の
で
ス
タ
ン
ド

を
閉
め
ま
し
た
。
川
添
の
セ
ル
フ
ス

タ
ン
ド
に
は
緊
急
発
電
の
設
備
が
あ
っ

た
の
で
、
給
油
が
出
来
る
こ
と
を
、

警
察
、
消
防
、
東
北
電
力
へ
伝
え
に

行
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
西
病
院

へ
自
家
発
電
の
燃
料
が
あ
る
か
確
認

に
行
き
、
ス
タ
ン
ド
に
戻
っ
て
夜
10

時
頃
ま
で
営
業
し
ま
し
た
。

翌
朝
、
従
業
員
も
出
社
し
ま
し
た

が
、
避
難
命
令
の
た
め
閉
め
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
妻

の
実
家
の
埼
玉
県
入
間
市
に
２
週
間

避
難
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
社
の

保
養
所
が
あ
る
宮
城
県
の
蔵
王
町
で

２
年
２
カ
月
ほ
ど
暮
ら
し
ま
し
た
。

浪
江
は
、
歩
く
距
離
で
飲
食
が
出

来
て
用
事
が
あ
る
と
こ
ろ
の
ど
こ
に

で
も
行
け
る
の
が
魅
力
で
し
た
が
、

蔵
王
に
避
難
し
て
い
る
時
は
、
ス
ー

パ
ー
ま
で
10
㎞
も
あ
り
、
遠
く
ま
で

行
か
な
い
と
新
鮮
な
魚
も
手
に
入
ら

ず
不
便
で
し
た
。
今
年
の
５
月
16
日

に
南
相
馬
市
の
ア
パ
ー
ト
へ
転
居
し

て
浪
江
に
通
っ
て
い
ま
す
。
社
員
９

人
も
同
じ
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
ま

す
。震

災
前
か
ら
町
内
の
ス
タ
ン
ド
の

ほ
か
、
原
町
で
営
業
も
し
て
い
た
た

め
、
震
災
後
も
事
業
は
完
全
に
ス
ト
ッ

プ
し
ま
せ
ん
で
し
た
が 

”浪
江
で
で

き
る
時
に
や
る
“
と
い
う
気
持
ち
で

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
思
い
に
親
切
だ
っ

た
の
は
、
金
融
機
関
で
、
政
府
の
助

け
が
あ
っ
て
進
ん
で
こ
ら
れ
た
と
思

い
ま
す
。

工
事
に
３
カ
月
か
か
り
ま
し
た
が
、

７
月
１
日
に
権
現
堂
の
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
を
再
開
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
現
在
は
、
８
人
の
従
業
員
と

営
業
し
て
い
ま
す
。

今
は
お
客
様
が
多
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
将
来
、
人
が
戻
れ
ば
何
と
か
な

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
悩

ん
で
も
し
ょ
う
が
な
い
、
Ｙ
Ｅ
Ｓ
か

Ｎ
Ｏ
か
で
や
っ
て
い
ま
す
。
町
内
に

従
業
員
が
い
れ
ば
防
犯
対
策
に
つ
な

が
り
ま
す
し
、
復
興
が
本
格
化
す
れ

ば
町
内
に
入
る
工
事
車
両
な
ど
も
増

え
る
は
ず
だ
と
思
い
ま
す
。

早
く
地
元
が
復
興
す
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
上
下
水
道
や
道
路

網
の
復
旧
を
出
来
る
所
だ
け
で
も
進

め
て
欲
し
い
で
す
。

人
や
年
代
に
よ
っ
て
考
え
方
は
違

う
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
で
頑
張
る

し
か
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
浪
江
に

立
ち
入
り
し
た
時
は
、
ガ
ソ
リ
ン
と

ド
リ
ン
ク
の
販
売
機
が
あ
る
の
で
皆

さ
ん
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

現在、南相馬市に奥さんの郁子さんとお住まいの叶経道さんは、震災後すぐに動き出し、
原町でガスと油の配達をなさっていました。「町内で営業ができるようになったらやる」
という強い思いを実現され、７月１日に権現堂のガソリンスタンドで営業を再開されまし
た。「大きなことは言えませんが、やるだけです。」と、おっしゃいます。

福島県

▲権現堂のガソリンスタンドにて

▲従業員の皆さんと一緒に
 （左：中野良孝さん、右：佐藤友和さん）
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浪江のこころ通信

れい　 こ

佐藤　眞敏さん・鈴子さん（請戸）
取材者：ＮＰＯ法人山形の公益活動を応援する会アミル　柴田
取材日：８月９日

山形からふるさと浪江の復興を
思い続けています

山形県

震
災
か
ら
１
年
の
間
は
、
山
形
県

内
の
ひ
め
さ
ゆ
り
や
ぼ
た
ん
、
し
ゃ

く
や
く
な
ど
の
花
を
見
に
行
っ
た
り
、

果
物
を
買
い
に
行
っ
た
り
と
家
族
で

様
々
な
と
こ
ろ
に
出
か
け
ま
し
た
。

知
り
合
い
も
な
く
何
も
す
る
こ
と
が

な
い
家
族
単
位
で
の
生
活
で
、
外
に

出
か
け
る
と
当
時
の
状
況
か
ら
解
放

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
か

と
思
い
ま
す
。
今
考
え
る
と
狭
い
ア

パ
ー
ト
で
過
ご
す
こ
と
や
環
境
が
変

わ
っ
た
こ
と
、
当
た
り
前
の
こ
と
が

当
た
り
前
で
は
な
く
な
っ
た
毎
日
が
、

目
に
は
見
え
な
い
精
神
的
な
ス
ト
レ

ス
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
と
思
い
ま

す
。昨

年
７
月
か
ら
、
山
形
県
駐
在
の

復
興
支
援
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。訪

問
活
動
や
交
流
会
な
ど
を
行
い
、

徐
々
に
町
の
皆
さ
ん
の
状
況
が
わ
か
っ

て
き
た
と
思
い
ま
す
。
活
動
で
は
、

山
形
県
内
全
域
の
避
難
し
て
い
る
世

帯
を
個
別
に
巡
回
し
て
い
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
方
の
話
を
聴
き
、
「
皆
さ

ん
頑
張
っ
て
生
活
し
て
い
る
、
町
の

た
め
に
私
た
ち
も
頑
張
ら
な
く
て
は
」

と
思
っ
て
い
ま
す
。
初
め
、
同
じ
山

形
市
に
約
60
名
の
浪
江

の
皆
さ
ん
が
避
難
し
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
近

く
に
私
た
ち
と
同
じ
気

持
ち
で
多
く
の
方
が
暮

ら
し
て
い
る
こ
と
に
安

心
し
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
避
難
し
て
か

ら
２
年
５
カ
月
過
ぎ
ま

し
た
が
、
支
援
員
と
し

て
町
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
に
寄
り
添
う
支
援

を
心
が
け
て
い
ま
す
。

企
画
や
訪
問
活
動
を
通

し
て
、
町
の
皆
さ
ん
の
不
安
を
少
し

で
も
と
り
の
ぞ
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
た
い
で
す
。

自
宅
は
津
波
の
被
害
に
遭
い
、
原

発
も
近
く
不
安
定
な
状
態
で
す
の
で
、

地
に
足
の
つ
い
た
住
ま
い
を
こ
ち
ら

に
求
め
て
春
か
ら
借
り
上
げ
を
出
て

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
ア
パ
ー
ト
を
出

た
こ
と
で
、
と
て
も
心
が
落
ち
着
き

ま
し
た
。
戻
り
た
く
て
も
戻
れ
な
い

こ
と
に
焦
り
や
不
安
を
感
じ
た
時
期

も
あ
り
ま
し
た
が
、
自
宅
が
流
さ
れ

な
ん
と
も
な
ら
な
い
状
態
の
中
「
ま

ず
こ
の
場
所
で
生
活
を
し
て
い
か
な

く
て
は
」
と
、
決
意
し
た
時
期
が
あ

り
ま
し
た
。
息
子
夫
婦
も
こ
ち
ら
で

仕
事
を
頑
張
っ
て
お
り
、
今
家
族
が

一
緒
に
暮
ら
せ
る
こ
と
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
家
族
を
支
え
な
が
ら
、
支

え
ら
れ
な
が
ら
、
浪
江
町
の
復
興
を

願
い
山
形
の
地
で
暮
ら
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

佐藤さんご家族は、現在も山形県山形市で暮らしています。「浪江のこころ通信」第１
号の取材当時は、慣れない土地でのアパート生活でストレスがあったそうですが、借り
上げから引越しし、ようやく地に足をつけた生活、落ち着いた生活ができるようになっ
てきたと感じているそうです。
また、眞敏さんは、昨年７月から浪江町復興支援員山形駐在として、町民の皆さん一
人ひとりに寄り添うサポートを目指し活動しています。

再会・浪江のこころ

再取材シリーズ

▲佐藤眞敏さん、鈴子さん

お孫さんの怜那ちゃん（３歳）、桔平くん（２歳）
と一緒に

れ　な きっぺい
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高野　　武さん（請戸）
取材者：ＮＰＯ法人市民公益活動パートナーズ　古山
取材日：８月２日

再び海の仕事ができるだろうか。
不安と期待が交錯します

福島県

■
大
玉
村
を
経
由
し
て
、
秋
田
県
大
仙

市
ま
で
避
難
し
ま
し
た

あ
の
日
は
海
の
潮
が
大
き
く
引
き
ま

し
た
。
ラ
ジ
オ
で
三
陸
沖
に
津
波
が
到

達
す
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
、
地

区
の
避
難
場
所
に
な
っ
て
い
る
大
平
山

に
行
き
ま
し
た
。
妻
は
役
場
の
隣
に
あ

る
避
難
所
へ
直
ぐ
に
移
動
し
、
私
と
息

子
は
家
へ
毛
布
や
布
団
を
取
り
に
一
端

戻
り
ま
し
た
。
役
場
に
向
か
う
途
中
、

請
戸
橋
付
近
で
水
平
線
に
白
い
波
頭
が

見
え
、
波
が
約
10
ｍ
の
松
林
を
乗
り
越

え
て
お
り
、
津
波
だ
と
直
ぐ
に
解
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
役
場
の
４
階
か
ら
見

た
の
は
部
落
全
体
が
波
打
っ
て
い
る
光

景
で
し
た
。

翌
朝
、
原
町
に
住
む
娘
家
族
と
共
に

避
難
し
よ
う
と
、
私
た
ち
親
子
４
人
と

娘
家
族
６
人
で
川
俣
町
を
経
由
し
、
大

玉
村
ま
で
行
き
ま
し
た
。
役
場
の
計
ら

い
で
村
の
避
難
所
と
公
共
施
設
「
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
お
お
た
ま
」
に
３
日
間
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
秋
田
県
大
仙
市
大
曲
に
住

む
友
人
に
誘
わ
れ
、
ガ
ソ
リ
ン
の
残
量

が
不
安
で
し
た
が
15
日
早
朝
に
家
族
10

人
で
出
発
し
、
山
形
で
２
時
間
待
ち
の

給
油
を
し
な
が
ら
、
な
ん
と
か
辿
り
着

き
ま
し
た
。

■
秋
田
に
は
い
ろ
い
ろ
思
い
出
が
あ
り

ま
す

大
仙
市
に
は
翌
年
の
５
月
ま
で
滞
在

し
ま
し
た
。
福
島
県
か
ら
の
避
難
者
第

１
号
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
取
材
等
も

多
か
っ
た
で
す
。
市
の
生
活
環
境
の
仕

事
を
頂
き
１
年
間
働
き
ま
し
た
が
、
何

し
ろ
福
島
の
情
報
が
少
な
い
上
に
家
の

船
の
こ
と
も
気
に
な
っ
て
戻
る
こ
と
に

し
、
福
島
市
の
北
幹
線
仮
設
住
宅
に
入

居
し
ま
し
た
。
浪
江
に
近
い
原
町
辺
り

に
転
居
し
た
い
の
で
す
が
、
一
端
県
外

へ
避
難
し
た
後
に
仮
設
住
宅
に
越
し
た

の
で
簡
単
に
は
移
れ
な
い
よ
う
で
す
。

秋
田
に
居
た
時
か
ら
時
間
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
の
で
、
昔
覚
え
た
「
松

鳩
文
化
刺
繍
」
の
制
作
に
再
び
取
り
組
み
、

大
仙
市
を
引
き
上
げ
る
時
に
は
市
役
所

に
贈
呈
し
、
会
議
室
に
飾
っ
て
頂
き
ま

し
た
。
今
で
も
こ
れ
ら
の
作
品
を
見
に
、

近
隣
の
方
が
時
折
来
ら
れ
ま
す
よ
。

今
、
食
べ
物
や
風
評
被
害
が
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
人
が
被

る
被
害
が
も
っ
と
怖
い
で
す
。
秋
田
で

も
謂
れ
の
な
い
噂
も
幾
つ
か
耳
に
し
ま

し
た
。
う
ち
に
は
４
人
の
外
孫
が
い
ま

す
が
、
謂
れ
の
な
い
差
別
や
将
来
の
結

婚
の
際
な
ど
、
一
番
下
の
孫
娘
が
こ
と

に
心
配
で
す
。
ま
た
、
放
射
能
物
質
の

身
体
へ
の
影
響
は
、
要
ら
ぬ
心
配
と
言

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
な

る
も
の
か
誰
も
解
ら
な
い
だ
け
に
不
安

で
す
。

■
自
治
会
の
仕
事
を
通
じ
て
「
お
か
」

の
人
た
ち
と
の
交
流
が
は
じ
ま
り
ま

し
た

昨
年
度
末
に
川
口
元
会
長
が
辞
任
さ

れ
、
４
月
か
ら
自
治
会
会
長
を
引
き
受

け
ま
し
た
が
、
生
活
時
間
が
異
な
る
こ

と
も
あ
り
、
町
内
の
人
た
ち
と
の
付
き

合
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
住
民
の
方
々
が
と
て
も
協
力
的

で
助
か
っ
て
い
ま
す
。
支
援
活
動
団
体

さ
ん
も
継
続
的
に
来
て
く
だ
さ
り
、
折
々

の
人
集
め
は
大
変
で
す
が
、
平
日
の
集

会
所
は
ほ
ぼ
満
杯
で
す
。
広
島
や
富
山

な
ど
遠
方
か
ら
も
時
折
お
越
し
に
な
り

ま
す
。

復
興
住
宅
等
へ
の
移
住
等
も
あ
り
先

は
見
え
ま
せ
ん
が
、
積
極
的
に
皆
さ
ん

と
お
付
き
合
い
を
深
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

漁師をしていた高野さんは、次男と２人で海に出ていたこともあり、後を継いでくれる
息子さんに何か遺してやりたいと、この秋、新造船製作の契約を考えておられます。
しかし、国や東京電力には海への影響をもっと真剣に考えて欲しい。汚水処理のことは
もちろん、放射性物質の影響について専門家や海を熟知している我々漁業関係者の声に耳
を傾け、結論ありきで一方的な話しをするのではなく、再生へのさまざまな可能性を隠さ
ず伝えて欲しい。言いたいことは山ほどあるが、このままお互いに聞く耳を持てなくなっ
てしまうのは不幸だとおっしゃいます。

▲制作に１カ月かかった15号の大作と共に

▲津波で唯一残った大漁旗を持って
　（右から　武さん、母：アイさん、妻 ：幸子さん）
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